
善
行
川
柳	

選
者 

東

　
　逸
平

○

空
腹
熊

　冬
眠
忘
れ

　街
散
歩

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
時
に
は
こ
う
い
う
視
点
か
ら
の
発
想
も
良
い
で
す
ね
。

　ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
て
、
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か
と
頑
張
り
過

ぎ
な
い
心
の
ゆ
と
り
か
ら
、
明
る
い
善
行
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
よ
。

○

ひ
な
ま
つ
り

　い
く
つ
に
な
っ
て
も

　老お

い
祝わ

い
に

東
京
都

鎌

　倉

　湖

評
／
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
よ
。

　思
い
き
っ
て
《
老
い
祝
い

　い
く
つ
に
な
っ
て
も

　ひ
な
ま
つ
り
》

と
字
句
を
上
下
に
逆
転
し
て
み
た
ら
《
老
い
祝
い
》
に
ル
ビ
を
振

ら
ず
に
す
み
ま
す
よ
。

○

花
眺
め

　心
に
栄
養

　贅
沢
に

静
岡
県

真
野

　和
代

評
／
《
心
に
栄
養
》
な
ん
と
新
鮮
な
フ
レ
ー
ズ
で
し
ょ
う
か
。

○

後
期
高
齢

　で
き
る
程
度
の

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
そ
う
で
す
よ
。
で
き
る
程
度
で
良
い
の
で
す
よ
。

　あ
ん
ま
り
張
り
切
る
と
皆
が
心
配
し
ま
す
よ
。

　ゆ
と
り
を
持
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
よ
。
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　　群
馬
県
北
毛
支
部

秋
季
善
行
表
彰
伝
達

式
・
祝
賀
会
及
び
「
児

童
養
護
施
設
へ
の
餅
つ

き
慰
問
」
の
実
施

十
二
月
三
日
（
日
）
午
後

六
時
か
ら
、
伊
香
保
温
泉
千

明
仁
泉
亭
に
、
秋
季
善
行
表

彰
を
受
賞
さ
れ
た
個
人
八
名

及
び
皇
太
子
殿
下
の
御
接
見

の
栄
に
浴
し
た
七
名
を
招
い

て
、
会
員
四
十
六
名
の
出
席

の
も
と
に
秋
季
善
行
表
彰

式
・
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

秋
季
善
行
表
彰
受
賞
者
八
名

全
員
が
明
治
神
宮
参
集
殿
で

の
全
国
表
彰
式
に
参
列
し
た

ほ
か
、
伝
達
式
に
も
全
員
が

参
加
す
る
な
ど
、
善
行
表
彰

に
関
す
る
意
識
の
高
さ
が
示

さ
れ
、
改
め
て
会
員
と
と
も

に
受
賞
を
祝
し
た
。
島
村
支

部
長
か
ら
、
改
め
て
受
賞
者

の
功
労
内
容
を
紹
介
し
、
支

部
か
ら
の
記
念
品
を
添
え
て

表
彰
状
の
伝
達
を
行
い
、
併

せ
て
日
頃
の
善
行
活
動
へ
の

謝
辞
と
今
後
の
活
動
へ
の
理

解
と
支
援
を
お
願
い
し
た
。

そ
の
後
、
皇
太
子
殿
下
御
接

見
者
を
加
え
た
受
賞
者
等
全

員
か
ら
善
行
活
動
内
容
、
及

び
皇
太
子
殿
下
御
接
見
時
で

の
感
想
等
を
発
表
し
て
い
た

だ
き
、
和
や
か
な
祝
宴
と
な

り
善
行
活
動
を
更
に
広
め
る

等
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て

終
了
し
た
。

善
行
表
彰
伝
達
式
当
日
の

午
前
中
、
支
部
発
足
以
来
継

続
し
て
実
施
し
て
い
る
「
児

童
養
護
施
設
へ
の
餅
つ
き
慰

間
」
を
実
施
し
た
。
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
の

間
、
島
村
支
部
長
以
下
会
員

四
十
八
名
が
参
加
し
た
子
供

た
ち
と
一
緒
に
な
り
準
備
に

取
り
か
か
っ
た
。
施
設
で
共

同
生
活
し
て
い
る
子
供
た
ち

は
現
在
五
十
名
で
、
い
ず
れ

も
「
親
の
い
な
い
子
供
や
親

が
い
て
も
親
と
一
緒
に
住
め

な
い
子
供
た
ち
」
で
あ
る
。

も
う
十
六
年
を
迎
え
た
こ
と

か
ら
、
会
員
と
子
供
た
ち
、

い
ず
れ
も
顔
な
じ
み
と
な
っ

て
き
て
お
り
、
高
校
生
、
中
・

小
学
生
、
幼
稚
園
児
等
、
そ

れ
ぞ
れ
の
年
代
に
応
じ
た
役

割
分
担
を
し
て
、
子
供
た
ち

も
「
善
行
会
の
お
じ
さ
ん
、

お
ば
さ
ん
」
等
と
親
し
み
を

持
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が

　　北
海
道
遠
紋
地
区
支
部

第
一
回
秋
季
善
行
受
賞

者
合
同
祝
賀
会
の
開
催

十
二
月
九
日
午
後
四
時
よ

り
遠
軽
町
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
に
お
い
て
、
一
般
社
団

法
人
日
本
善
行
会
第
一
回
遠

紋
地
区
支
部
秋
季
善
行
受
賞

者
十
名
の
合
同
祝
賀
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

受
賞
者
十
名
を
含
め

百
三
十
名
の
出
席
の
も
と
、

司
会
の
あ
い
さ
つ
で
受
賞
者

の
入
場
、
支
部
長
よ
り
各
受

賞
者
に
対
し
賞
状
の
授
与
、

受
賞
者
の
家
族
よ
り
花
束
の

贈
呈
が
あ
り
、
本
吉
副
支
部

長
よ
り
ご
来
賓
の
紹
介
、
藤

田
支
部
長
よ
り
支
部
設
立
の

経
緯
と
目
的
の
報
告
、
受
賞

者
の
功
績
と
活
動
概
要
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
日
本
善
行
会
相
澤

克
也
副
会
長
よ
り
日
本
善
行

会
の
歴
史
の
説
明
と
、
支
部

の
創
設
と
地
域
で
の
発
展
活

躍
に
つ
い
て
の
激
励
が
あ

り
、
あ
わ
せ
て
受
賞
者
に
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
佐
々
木
修
一
遠
軽
町

長
、
武
部
新
衆
議
院
議
員
代

理
、
新
沼
透
北
海
道
議
会
議

員
、
久
保
秋
雄
太
北
海
道
議

会
議
員
の
祝
辞
を
賜
り
ま
し

た
。
受
賞
者
十
名
を
代
表
し

て
長
田
洋
之
氏
が
感
謝
の
謝

辞
を
述
べ
、
石
田
昭
廣
湧
別

町
長
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り

祝
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

余
興
は
受
賞
者
、
来
賓
者

よ
り
詩
吟
、
剣
舞
、
演
歌
が

あ
り
盛
況
の
う
ち
黒
澤
猛
北

見
支
部
長
よ
り
閉
会
の
辞
が

あ
り
、
受
賞
者
の
ご
活
躍
と

参
会
者
の
ご
健
勝
を
祈
念
、

万
歳
三
唱
の
う
ち
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

年
々
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
準

備
も
万
端
整
い
、
米
が
蒸
し

上
が
っ
て
、
餅
つ
き
が
始
ま

る
と
、臼
の
周
り
を
囲
み
「
よ

い
し
よ
！
、
よ
い
し
ょ
！
」

と
か
け
声
を
か
け
あ
っ
て
、

三
十
キ
ロ
か
ら
の
米
を
た
ち

ま
ち
つ
き
上
げ
た
。
つ
い
た

餅
は
、
会
員
、
子
供
が
一
斉

に
大
福
、
き
な
粉
餅
、
か
ら

み
餅
、
納
豆
餅
な
ど
を
作
り
、

自
分
で
作
っ
た
餅
を
味
わ
っ

た
。
こ
ん
な
慰
間
を
行
い
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

受
賞
者
一
覧
（
敬
称
略
）

近
藤
優
子
・
畑
山
厚
子
・
斉

野
善
二
郎
・
西
清
治
・
留
田

徹須
藤
順
一

松
井
貴
・
長
田
洋
之
・
吉
田

博
之

中
川
幸
子

　　山
梨
県
甲
府
支
部

交
通
安
全
功
労
団
体
表
彰

支
部
長

　長
田

　玉
夫

平
成
三
十
年
一
月
十
二
日

甲
府
市
コ
ラ
ニ
ー
文
化
ホ
ー

ル
に
て
、
長
年
交
通
安
全
週

間
に
対
し
、
善
行
会
祈
願
の

折
鶴
と
安
全
運
転
事
故
防
止

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
Ｐ
Ｒ

活
動
に
参
加
が
認
め
ら
れ
、

山
梨
県
警
察
本
部
長
、
山
梨

県
交
通
安
全
協
会
長
よ
り
表

彰
状
と
記
念
品
を
代
表
し
て

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　　宮
城
県
支
部

表
彰
受
賞
者
等
と
の
祝

賀
会
開
催

恒
例
行
事
で
あ
る
表
彰
受

賞
者
（
青
少
年
、
国
際
貢
献
、

金
、
銀
章
、
成
人
、
皇
太
子

殿
下
と
の
ご
接
見
）
の
方
々

と
会
員
の
有
志
に
案
内
し
て

の
祝
賀
会
を
、
去
る
平
成

二
十
九
年
十
二
月
九
日
（
土
）

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
一
時

三
十
分
仙
台
市
内
の
中
心
地

に
あ
る
ホ
テ
ル
の
貸
ホ
ー
ル

に
て
開
催
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

総
勢
四
十
五
名
の
参
加
者
で

祝
福
、
終
始
参
加
者
同
士
の

友
情
も
深
め
合
う
こ
と
が
で

き
有
意
義
な
一
時
で
し
た
。

始
め
る
に
あ
た
り
先
に
記

念
写
真
を
済
ま
せ
て
か
ら
本

部
の
表
彰
式
に
出
席
で
き
な

か
っ
た
方
々
に
飯
田
支
部
長

か
ら
表
彰
状
の
伝
達
、
受
賞

者
等
の
紹
介
、
支
部
長
の
挨

拶
の
後
、
顧
問
の
中
沢
幸
男

県
議
会
議
員
、
本
部
、
宮
城

県
知
事
か
ら
の
祝
辞
を
紹

介
、
手
づ
く
り
で
準
備
し

た
弁
当
と
飲
物
で
祝
宴
に
、

佐
々
木
心
市
議
会
議
員
の
乾

杯
の
音
頭
を
い
た
だ
き
、
各

テ
ー
ブ
ル
毎
に
歓
談
と
テ
ー

ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
時

間
の
経
過
と
共
に
祝
賀
が
盛

り
上
り
、
テ
ー
ブ
ル
を
移
動

さ
れ
た
り
、
歌
や
踊
り
の
申

し
出
も
あ
り
会
場
内
は
熱
気

で
こ
れ
ま
で
で
最
高
の
雰
囲

気
と
な
り
ま
し
た
。
楽
し
い

時
ほ
ど
時
間
の
経
つ
の
は
早

い
も
の
で
平
成
二
十
九
年
度

の
祝
賀
会
が
盛
会
裡
に
終
了

し
ま
し
た
。

後
日
八
名
の
新
規
入
会
者

が
あ
り
ま
し
た
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

「
皆
で
世
界
を
動
か
す
万

博
」
と
い
う
理
念
の
も
と
事

業
展
開
を
進
め
、
国
際
博
覧

会
を
一
時
的
な
イ
ベ
ン
ト
に

留
め
る
こ
と
な
く
「
未
来
の

社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
」
の

実
現
を
通
じ
て
成
果
を
後
世

に
残
せ
る
博
覧
会
で
あ
る
。

開
催
概
要

開
催
場
所
：
大
阪
府
大
阪
市

夢
洲
地
区

開
催
期
間
：
二
〇
二
五
年  

五
月
三
日
～
十
一
月
三
日

（
百
八
十
五
日
間
）

テ
ー
マ
：
命
輝
く
未
来
社
会

の
デ
ザ
イ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
：
多
様
で
心
身

と
も
に
健
康
な
生
き
方
、

持
続
可
能
な
社
会
・
経
済

シ
ス
テ
ム

実
施
の
方
向
性

◎
様
々
な
娯
楽
や
メ
デ
ィ
ア

が
溢
れ
る
中
、
世
界
中
の

人
々
、
企
業
、
国
等
が
参
画

２０２５年万博は大阪・関西で！

大 阪 府 支 部

し
た
い
と
思
え
る
よ
う
、
好

奇
心
を
刺
激
し
魅
了
す
る

「
常
識
を
越
え
た
万
博
」「
誰

も
が
参
画
し
や
す
い
万
博
」

を
目
指
す
。

◎
会
場
に
つ
い
て
は
、
人
々

に
交
流
・
憩
い
の
場
と
す

る
と
と
も
に
、
水
辺
に
隣
接

し
て
い
る
特
徴
を
生
か
す
な

ど
の
環
境
と
の
調
和
を
目
指

す
。未

来
社
会
を
考
え
る
上

で
カ
ギ
と
な
る
要
素
「
科

学
・
技
術
力
」「
自
然
と
の

共
生
」
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い

る
日
本
、
そ
し
て
豊
か
な
文

化
の
発
信
地
で
あ
り
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
喚
起
で
き
る

産
業
分
野
に
強
み
を
有
す
る

大
阪
・
関
西
で
万
博
を
開
催

す
る
こ
と
は
、
人
類
共
通
の

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
新

た
な
ア
イ
デ
ア
を
創
造
・
発

信
す
る
場
、
か
つ
世
界
の
多

様
な
文
化
や
価
値
観
を
共
有

し
、
相
互
理
解
を
促
進
す
る

場
と
い
う
万
博
の
コ
ン
セ
プ

ト
の
親
和
性
の
観
点
で
優
れ

て
い
る
。
ま
た
、
開
催
場
所

と
さ
れ
て
い
る
夢
洲
に
つ
い

て
は
、
大
阪
府
・
大
阪
市
・

関
西
経
済
三
団
体
が
策
定
し

た
「
夢
洲
ま
ち
づ
く
り
構
想

（
案
）」
に
、
万
博
後
を
見
据

え
た
長
期
的
な
地
域
整
備
の

方
針
が
示
さ
れ
、
夢
洲
は
、

宿
泊
・
商
業
施
設
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
基
盤
、
会
場
へ
の

交
通
ア
ク
セ
ス
、
ま
と
ま
っ

た
用
地
の
確
保
、
地
震
対
策

と
い
っ
た
各
条
件
を
具
備
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
日
本
万
博
博
覧
会
誘
致
委

員
会
資
料
よ
り
抜
粋
）

公
共
生
活
へ
の
貢
献

事
故
防
止

青
少
年
の
指
導

社
会
福
祉




